
令和５年度 第３回 浜松市立細江中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和６年２月２２日（木） １３時３０分から１５時３０分まで 

２ 開 催 場 所  浜松市立細江中学校 会議室 

３ 出 席 委 員  山本 浜雄、内山 有香、加茂 里佳、荒谷 朋子、金田 洋之、 

山本 武志 

４ 欠 席 委 員  吉田 真譽、佐藤 憲孝、白栁 恵美、舩越 こず恵 

５ オブザーバー  加茂 俊武 

６ 学   校  遠藤 健司（校長）、久保 賢治（教頭）、宮津 宗之（主幹教諭）、 

鈴木 小百合（ＣＳディレクター） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 鈴木 小百合 

９ 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、荒谷委員から山本会長を推挙する

旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

 

10 協 議 事 項   

（１） 学校関係者評価 

（２） 令和６年度学校経営方針 

（３） 学校運営協議会の自己評価 

（４） 夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）報告書 

 

11 会 議 記 録 

司会から、委員総数１０人のうち６人の出席があり、過半数に達成しているため、会議が成立

している旨の報告があった。 

 

協議の前に、前回議事録の確認をした。 

 

（１） 学校関係者評価 

主幹教諭から別紙資料に基づき学校関係者評価について説明があり、委員からは以下の発言が

あった。 

・生徒の評価で『授業の内容はわかりやすかった』のパーセンテージが高いが、本当にわかった

のか（山本会長） 

→タブレットで実際に画像を見せるなどして上手に説明することができているので、理解度が上

がっているのではないか。（主幹教諭） 

・学年だよりの定期テストの結果を見ると、下の方の棒グラフが長いので、テストが難しいのか

と思ってしまう。家庭学習がちゃんとできているか心配。（内山委員） 

・全体的に２年生のパーセンテージが低いのが気になる。勉強面だけでなく生活面も低い。部活

動も引退した３年生並みに低い。気力的に大丈夫か不安になる。（荒谷委員） 

→部活動は、自分たちの代になって悩む時期。１、２年生の学習面では課題があるが、それを



踏まえて教員は工夫して底上げやフォローをしている。全体的に２年生はエネルギーがあるの

でだんだん上がっていくと思う。（校長） 

 

（２） 令和６年度学校経営方針 

校長から別紙資料に基づき令和６年度学校経営方針について説明があり、委員からは以下の

発言があった。 

・学習面で、教師と生徒の評価の乖離について。３年生になると定期テスト以外のテストがある

が、他の学年はどうなのか。学校以外での自分の位置を１、２年生のうちに確認できると良い

と思った。学びの教室については、中学校入学前から知っているのか。（内山委員） 

→１、２年生も静岡県の学力調査試験がある。また、校内学びの教室は、教室に行けない生徒が

だんだんと教室へ行けるように支援をしている。入学する前に知ることもできる。（校長） 

・シャボテンというツールを使用することによって先生方の負担が増えると思うが、生徒が良く

ない方にいってしまったときに、先生方の支援が行き届いていなかったと判断されてしまうの

が心配。（内山委員） 

→いじめ被害のリスクが高い生徒は黄色や赤などのアラートが表示されるが、見落としがない

ようにするためにも大事である。重大案件にならないように組織的対応をする。（校長） 

・シャボテン対応の専門のスタッフはいるのか。（荒谷委員） 

→いない。（校長） 

→スクールカウンセラーは他の学校も兼任しているので、先生たちだけでバックアップするのは

難しいと思う。市の方でも頑張ってほしい。（荒谷委員） 

・自転車は本当に危険な運転をする子が多い。ルールを守れない子が増えてきたと思う。子供た

ちも保護者も意識が薄れているが、家庭でも指導してほしいと思う。なんのためにヘルメット

をかぶるのか、なんのために交通ルールはあるのか、今一度考えてほしい。（荒谷委員） 

→学校でも危機感を持っているので、重点項目にあげた。タブレットを使って生徒も自分たちで

チェックするようにしたし、新入生の保護者にも伝えた。（校長） 

→子供の目で子供を見るのが一番気付くと思う。ただ、朝は時間がないので、どうしたらいいか

と悩む。（荒谷委員） 

・先生たちの働き方改革をしているが、逆行していじめアンケートの対応があるのでますます負

担が増えていると感じる。学校運営協議会でできることがあれば協力していきたいと思う。（山

本会長） 

・生徒と先生の学習理解度の認識の乖離について、この乖離は埋まるのか。（山本武志委員） 

→おおむね満足を目指しているが、そこに満たない生徒はいると思う。客観的に生徒たち自身

も分かることが大切だと思い、授業も工夫してやっていっている。（校長） 

・自転車のルールは守っている子が多いと思う。はたから見て細江の子たちは落ち着いていると

思う。（山本武志委員） 

→ほとんどの生徒は交通ルールを守れているが、学区が広く危ない箇所が多い。（校長） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（３） 学校運営協議会の自己評価 

山本会長から別紙資料に基づき学校運営協議会の自己評価について説明があった。 



 全員異議なくこれを承認した。 

 

（４） 夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）報告書 

教頭から別紙資料に基づき夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）報告書について説明があり、委

員からは以下の発言があった。 

・先日１年生の職業体験があったが、一生懸命頑張っている子供たちの姿を見ることができた。

（山本会長） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

その他報告事項等 

① 来年度の予定 

１回目  ６月 ７日（金）１３：３０～１５：３０ 

２回目 １０月１８日（金）１０：００～１２：００（ホソフェス） 

３回目  ２月２１日（金）１３：３０～１５：３０ 

 

② 休日の部活動指導について 

令和８年度９月以降、休日の部活動を地域クラブ活動へと随時移行していく予定。まずは休日

の部活動指導に参加可能な人材がどのくらいいるのか調査したい。 


